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研究成果の概要（和文）：北方海洋生態系を広く回遊し，摂餌を行っている海鳥や海棲哺乳類な

どの高次捕食者をモデルとして，様々な計測機器や分析によりモニタリングを行った．各種に

おいて回遊や摂餌生態は個体・地域によって様々であり，このような違いが繁殖成功や生残を

左右する可能性が考えられた．また，高次捕食者の生態を通じて，海洋生態系の変動を捉え

ることができた．今後もモニタングを続けていくことで，我々の目には見えにくい海の中

での生態系変動を把握することができるようになるだろう． 

 

研究成果の概要（英文）：We conducted monitoring of top predators, such as seabirds and marine 

mammals undertaking extensive migration for foraging in northern marine ecosystem by using various 

instruments and analyses. Movement patterns and feeding ecology varied among individuals and areas 

even of the same species. These variations may affect the success of reproduction and survival of each 

individual. Our study contributes to understanding of marine environmental change by monitoring via 

top predators. 
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１．研究開始当初の背景 

 温暖化などの環境変動が心配される今日，

北方海洋生態系を保全し，持続可能な利用

を確保することが重要な課題となっている．

特に，生態系変動を計測するためのモデル

として，近年注目されている海棲哺乳類や

海鳥類などの高次捕食者は，日本近海から

オホーツク海域を利用しており，各海域に

おける情報をネットワークで共有すること

により，生態系モニタリングを行うことが

必要である．  

 

２．研究の目的 

 繁殖地と非繁殖地の間を長距離移動する

動物において利用場所に個体変異がある場

合、個体はそれぞれの環境の影響をうける

ことが予想される．本研究では，国境を越
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えて広域に回遊する高次捕食者である(1)

ハシボソミズナギドリ，(2)キタオットセイ，

(3)トド，(4)ゴマフアザラシをモデルとして，

多次元計測によるモニタリングネットワー

クを構築することを目的とした． 

 

３．研究の方法 

(1)ハシボソミズナギドリの移動生態 

 タスマニアで繁殖するハシボソミズナギ

ドリの非繁殖期と繁殖期の利用海域とそれ

らの間の渡りを、着水・温度記録ジオロケ

ータで明らかにした。2009-2010 年の 12 月，

タスマニア州フリンダー諸島の Great Dog

島において、抱卵中の親鳥それぞれ 50 個体

と 46 個体にジオロケータをアルミ製足輪

とインシュロックタイで装着した。 

 

(2)キタオットセイの摂餌生態 

(2)① 1960-1980 年代 

 国際水産資源研究所では，旧遠洋水産研

究所 おっとせい研究室が 1960 年代後半か

ら 80 年代後半にかけて，主に東北沖・北海

道周辺海域およびロベン島にて調査捕獲し

たキタオットセイの個体別の生物特性値

（捕獲位置，雌雄，体長，体重，年齢など），

胃内容物情報，組織標本（生殖腺標本など）

の長期時系列データを“三保コレクション”

として所蔵している．本研究では，この“三

保コレクション”の北海道周辺海域（図 1：

道北・道東・道南・ロベン島周辺）で捕獲

された個体の胃内容物情報から地域・雌

雄・成長段階別の食性を，また生殖腺標本

から窒素安定同位体比分析を行い，本種の

摂餌生態を調べた．なお，捕獲個体は原則

として，各海域においてランダムにサンプ

ルされている．また，いずれの海域におい

ても，空胃個体は解析から除外した． 

 
図 1. 三保コレクションにおける道北・道東・道南

およびロベン島周辺海域でのキタオットセイの捕

獲位置．空胃個体も含む．赤丸：♂，青丸：♀ 

(2)② 2008-2012 年 

 2008-2012 年に，北海道周辺海域で混獲･

漂着したキタオットセイの外部計測，犬歯

による年齢査定を行った．可能な個体は胃

を摘出し，硬組織を元に餌生物の種査定を

行った．一部の餌種については体長復元を

行った． 

 

(3)トドの回遊生態 

 2011、2012 年 5 月に北海道北部オホーツ

ク海沿岸の猿払村沖定置網において混獲さ

れたトド 3 個体(成獣メス 1、幼獣メス 1，

幼獣オス 1)に衛星発信機を装着し、

Argos-system による位置情報と潜水深度、

潜水時間のデータを取得した。 

 

(4)ゴマフアザラシ保護個体の放獣後の回

遊追跡 

 2011-2012 年に北海道オホーツク海沿岸

にてゴマフアザラシ新生獣の 2 個体（L-131，

L-132）が保護された．個体の健康状態が回

復した後，衛星発信器を背中に装着し，そ

れぞれ 7 月上旬に放獣し，回遊追跡を行っ

た． 

 

４．研究成果 

(1) ハシボソミズナギドリ 28個体から追跡

データを得た。すべての個体は、12 月から

3 月の繁殖中は 30-50°S、145-155°E のオー

ストラリア南東海域と 55-65°S、30-160°E

の生産性の高い南極海の両方の海域で採食

した。4 月中旬 2 週間程度かけて北への渡

りをした。 

 その後、9 月下旬までの非繁殖期間にお

いて 14 個体は北太平洋西部（オホーツク

海・千島列島周辺）、10 個体は北太平洋東

部（東部アリューシャン列島周辺・東部ベ

ーリング海）で 147 日間過ごし、比較的生

産性の高いこれらの海域内において、各個

体はさらに狭いそれぞれがあまり重複しな

いコアエリアをつかっていた（図 2 上下）。

残り 4 個体は越冬中に西部海域から東部海

域に移動した（図 2 中）。この結果は、繁殖

時期に比べ非繁殖期における環境のほうが、

コロニー内の個体の死亡率のより大きな差

をもたらす可能性があることを示唆する。 



 

 

 
図 2. 越冬中（9-3 月）におけるハシボソミズナギ

ドリの採食海域のコアエリアのパターン．上：西

（14 個体），中：混合（4 個体），下：東（10 個体）． 

 

 (2)① 道北海域のキタオットセイは，1975

〜76 年の 10 および 11 月に 52 頭の捕獲が

記録されていた（表 1）．高い出現頻度の餌

生物は，サケ類（34.6 %），スルメイカ（7.7 %）

であった．道東海域では，1972，73 年の 5，

6 月に 16 頭，1977〜83 年の 11〜1 月に 90

頭，それぞれ捕獲が記録されていた（表 1）．

11〜1 月における高い出現頻度の餌生物は，

マイワシ（8.9 %），タラ類（6.7 %）であっ

たが，5，6 月の餌生物は種不明魚類および

イカ類が大半を占めていた．1980 年代の日

本周辺におけるマイワシ増大期を大きく反

映している結果となっていた．道南海域で

は，1978 および 83 年の 1 月に計 100 頭の

捕獲が記録されており，その殆どが当歳獣

を中心とした若齢獣であった（表 1）．出現

した餌生物の大部分は，タラ類（79.0 %）

であり，スルメイカ，ヤリイカは出現して

いなかった．ロベン島周辺海域では，1972

〜82 年の主に 7〜9 月の繁殖期を中心に

3,484 頭の捕獲が記録されていた（表 1）．

出現頻度の高い餌生物は，タラ類（28.6 %），

ホッケ，サケ類（ともに 6.0 %），ゲンゲ類

（5.4 %），マイワシ（3.2 %）など多様な餌

生物が利用されていた．また，マイワシの

捕食も確認されていることから，1970 年代

にはロベン島周辺においてもマイワシが分

布していたことが確認された（図 3）． 

 
表 1. 三保コレクションにおける北海道周辺海域および

ロベン島周辺海域の食性解析個体数．空胃個体は除いた． 

 

 

図 3. ロベン島周辺海域におけるキタオットセイの若齢

獣および成獣の主要な餌生物の出現頻度. 

 

 窒素安定同位体比分析に用いた個体は，

1978・83 年に道南海域で捕獲された雄若齢

獣 22 頭，雄成獣 13 頭，また 1975・78 年に

繁殖期のロベン島周辺海域で捕獲された雌

成獣 22 頭であった．道南海域の δ
15

N はそ

れぞれ 18.02±1.05‰，17.07±0.77‰を示し，

その殆どがタラ類を捕食していた．また，

ロベン島周辺海域では 15.87±0.35‰を示し，

サケ類・イカ類を捕食しており，タラ類は

食べていなかった． 

 北海道周辺海域（ロベン島を除く）での

食性は，東北沖での食性（Yonezaki et al. 

2008）と比較して，餌組成は比較的単純で

あり，またタラ類を主に捕食していた．δ15
N

 

 

 



 

 

は比較的高かったが，生殖腺の雌雄（精巣

と卵巣）の濃縮率の差を考慮する必要があ

るだろう．ロベン島周辺海域での δ
15

N は東

北沖の雌獣（Yonezaki et al. 2010）と類似し

ていたが，その餌組成は異なっていた．以

上のように，キタオットセイの摂餌生態を

通じて，海域の特性や魚種交替などの生態

系の変動を捉えることができ，今後も彼ら

の食性モニタングは生態系変動を把握する

重要なツールなるだろう． 

 

 (2)② 2008年 12月-2012年 12月にかけて，

キタオットセイ 35 個体の標本を収集した．

犬歯を用いた年齢査定を行った結果，2-18

歳であった．太平洋の標本では雌雄とも若

齢個体が優占した．日本海の標本の多くは

亜成獣~成獣雄であった．標本の収集時期

も異なることから，海域間で来遊個体の性

比，成長段階，回遊様式は大きく異なると

考えられる．胃内容物分析の結果，太平洋

の標本では，アカイカ科およびカタクチイ

ワシが優占した．またテカギイカ科などの

中深層性の頭足類も出現した．一方，日本

海の標本ではスケトウダラ成魚が優占した．

また，ホッケ，イカナゴ，ヤリイカといっ

た沿岸性生物も出現した．両海域間の胃内

容物の構成の違いは分布様式の違いに対応

していると考えられた． 

 

 (3)トドの回遊追跡の結果，成獣メスは, 宗

谷海峡モネロン島と猿払沖合を 2 度往復し

た後, 繁殖島であるオホーツク海北部のイ

オニー島へ向け北上した．島に到着後は約

1 週間連続上陸し，その後，海と陸との往

復が見られた．連続上陸の間に出産し，育

子のための採餌トリップを行っていたもの

と考えられた.幼獣メスは追跡期間中, 宗谷

海峡オパスノスチー岩礁と猿払沖合の往復

に終始した.幼獣オスはオホーツク海を南

下し, 千島列島の繁殖島へと, ごく沿岸沿

いに移動した.メスの回遊生態はこれまで

の知見と一致しており, 繁殖島へ戻る動機

の有無によって回遊様式が異なることが裏

付けられた.またオホーツク海沿岸から千

島列島への回遊を追跡できた例は初の報告

であり, オホーツク海北部から千島列島ま

で広く利用していることが確認された. 今

後, さらに例数を増やすことにより, 日本

へ来遊するトドの回遊様式が明らかになる

と期待される. 

 
図 4. トドの回遊パターン．ピンク：成獣メス，オ

レンジ：幼獣メス，緑：幼獣オス． 

 

(4) ゴマフアザラシの L-131 からは 293 日

間の追跡データが得られ，サハリン南部ア

ニワ湾のブッセ潟や網走の能取湖，根室海

峡といった，オホーツク海沿岸海域におけ

る上陸場を利用しつつ回遊していたことが

明らかとなった（図 5）．発信が途絶えたの

は 4 月中旬の流氷上であり，換毛期による

脱落だと考えられた． 

 
 

 一方，今年度に発信器を装着した L-132

については，放獣してから 20 日後にオホ

ーツク海沿岸から約 100km離れた水深約

3000m の海域で発信が途絶えた．L-131

の連続遊泳は 2.9±2.6 日（最長 12 日）だ

った一方で，L-132 は 20 日間一度も上陸

をすることなく連続遊泳しており，この

ことから，回遊方向を失って斃死したこ

とが一つの可能性としてあげられる．本

研究より，本来生息していない時期に放

獣した個体でも条件が揃えば野外の環境

 

図 5．ゴマフアザラシ幼獣個体（L-131）の放獣

後の回遊経路． 



 

 

に適応できることが示された．また，

L-131 では，水中時間割合の日周性が，

生息場所や季節によって変化したことか

ら，環境によって摂餌行動を変化させる

ことが示唆された．今後，衛星発信器の

装着個体数を増やすことで，新生獣の回

遊行動のさらなる解明を図ることができ

るものと考えられる． 
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